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ＪＲ東海ユニオン第１回団体交渉 

 ＪＲ東海ユニオンは２月 18 日、同 10 日に会社へ提出した申 10 号「賃金引き上げと夏

季手当及び諸労働条件改善の要求」に関する第１回団体交渉を行い、要求趣旨を主張し

た。 

その中で、ＪＲ東海ユニオンは要求趣旨について、「国内の景気動向や連合・ＪＲ連合

の闘争方針、ＪＲ東海の経営状況等の諸情勢を踏まえ『月例賃金総額 6,000 円以上の引

き上げ』と『夏季手当 3.1 箇月』、そして『ハートフルカンパニー実現』の観点から各種

制度等の改善について申し入れた」と主張。「賃上げと夏季手当の要求については、ＪＲ

東海の経営状況を鑑みれば十分に実施可能な水準であり、組合員のこの間の尽力に鑑み

れば、満額回答で報いるべきである」と訴えた。また、グループ会社や協力会社において

労働力不足が深刻化していることに対して、「安全をはじめＪＲ東海の事業運営に支障を

きたしかねない切迫した状況が生まれている」と指摘し、「ＪＲ東海グループ全体での雇

用確保にむけた議論をＪＲ東海労使で深め、自らの重要課題として対応していくことが

重要」との認識を示した。さらには、将来宣言の理念に基づいた忌憚のない労使協議を

通じて、ＪＲ東海ユニオンの意見を真摯に受け止めることを要請した。 

一方会社は、「これまでも人材を最大の経営資源と捉え、経営体力の強化に応じて賃金

水準を含めた社員の労働条件の改善を重ねてきた」と主張。その結果、賃金、夏季手当は

世間的にみても既に高い水準に到達していること、諸手当についても人事・賃金制度等

の改正に伴いより水準が高くなることなどを理由に、「これ以上の賃金改善を実施する必

要性は見出せない」と否定的な見解を示した。その上で、「当社の置かれている環境や経

営状況、世間相場や社員の生活なども考慮するという賃金決定の基本的な考えに則り、

貴側が述べられた要求の趣旨なども踏まえ、将来宣言の趣旨に基づいて真摯に幅広く議

論してまいりたい」と述べ、今後誠意を持って労使協議に臨む考えを示した。 

 


